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お問合せ 東北大学  金属材料研究所  計算材料学センター　TEL : 022-215-2411　E-mail : ccms-adm@imr.tohoku.ac.jp

東北大学  金属材料研究所  計算材料学センター　セミナーシリーズ
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　近年､一部の反強磁性体において､強磁性体に特有の物性現
象と考えられてきた異常ホール効果や異常ネルンスト効果と
いった物性が非常に大きな効果として観測され､強磁性体に変
わるスピントロニクス材料として反強磁性体が大きな注目を
集めている｡磁性体に特有の物性現象は､磁気秩序の持つ対称
性や電子構造のトポロジーと密接に関係しており､巨大な物性
発現を特徴付ける微視的要因の特定と巨大物性発現の機構解
明が大きな課題である｡

　本講演では､発表者が近年提案している磁気構造の多極子展開法と第一原理計算を組み合わせた磁性体の
系統的な解析手法に基づく反強磁性体の巨大異常ホール効果の発現機構の研究､第一原理計算による磁気
構造予測手法の研究などを紹介する｡
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※ お申込みは不要です。当日はお気軽にご参加ください。
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